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The current state and issues of recurrent education at women's university-
A study on the typification and the issues of programs implemented with the goal of social 
involvement and the returning to work of women.














[Objective]  To clarify the role of female students in the establishment of the recurrent education system that 
realizes reeducation according to the need of women who wish to be involved in society and return to work.
[Method]  Document and website analysis， audio survey (using phones). Limit the sample to a women's college 
in the Kanto region， which is currently implementing a recurrent education program (the main goal being 
social involvement and returning to work) targeting women. The study attempts typification and discussion 
on the issues of the existing program. [Result]  In the target school， the programs were divided into "I - New 
Qualification Acquisition"， "II - Reemployment and Entrepreneurship Support"， "III - Reeducation of Qualifier" 
and "IV - Education and Lecturing". Issues were present in "the support system following re-education"， "cost"， 
and "terms of enrollment". [Conclusion]  There were many separate lectures， but little continuous support. It 
is suggested that female students should consider "lifelong life-and-career support for women". The role these 
female students play is significant in establishing a society where women in different stages of life can make the 
most of their education.
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逆転し，専業主婦世帯が 903 万世帯，共働き世帯が 914 万世帯
となった。2016 年（平成 28 年）現在，専業主婦世帯が 664 万世帯，



































































   
























女性の大学等進学率は 57.1％となる。1950 年度（昭和 25 年）
の女性の大学進学率が，大学（学部）で 2.4%，短期大学（本科）








年代から 1990 年代にかけては，189 件であった。しかし，2000













よれば，2015 年（平成 27 年）の男女別生涯未婚率は，男性で
23.37%，女性で 14.06% にのぼっている。総務省統計局（1951）
によると，1950 年（昭和 25 年）の男女別生涯未婚率は，男性
で 1.5%，女性で 1.4% であった。厚生労働省（2016）によると，
1950 年（昭和 25 年）の年間離婚件数が 83,689 件であったのに
対し，2015 年（平成 27 年）は 225,000 件であった。離婚件数は，












所の CiNii で「女性・学び直し」と検索すると 26 件の研究が報
告されていた。そして，本研究が主眼としている「女子大学・
リカレント教育」のキーワード検索した結果，22 件の研究が報




























































分類 大学名 性別の限定 実施内容 入学金登録料 学費 備考
Ⅰ新規資格取得支援型
Ａ大学 限定無し Ａ大学食生活指導士，生涯学習インストラクター講座（通信教育） － 37,800 円～ 50,760 円
※基礎コース，専門職業コース，専門料理コース，
治療食コース
Ｂ大学 限定無し 司書，司書補講習 － 司書：全科目受講 150,000 円， 司書補：全科目受講 100,000 円
Ｂ大学 限定無し 管理栄養士試験対策講座 － 講習会３日間 15,000 円，模試
Ｃ大学 限定無し Ｃ大学生涯学習センター公開講座（キャリア支援・資格取得対策講座） 3,000 円 19,600 円～ 82,000 円
Ｂ大学 限定無し Ｂ大学通信教育部（学部） 50,000 円 正課生：４年間合計 607,100 円 ※学士の学位取得





Ｄ大学 女性のみ Ｄ大学通信教育課程（学部） 30,000 円 正課生：４年間合計 600,000 円 ※学士の学位取得
Ｄ大学 女性のみ Ｄ大学通信教育課程（修士課程） 200,000 円 正課生：（修士課程）２年間合計 1,360,000 円 ※修士の学位取得
Ⅱ再就職・起業支援型
Ｅ大学 女性のみ 教育・学習支援プログラム（e-Learning） － 無料
※臨床を離れた女性医師の復職支援，現役の女
性医師の離職防止が目的
Ｅ大学 女性のみ 女性医師 再研修―復職プロジェクト － 5,000 円（白衣，職員証準備費用）
※主催：女性医療人キャリア形成センター 女性
医師再研修部門
Ｅ大学 女性のみ 一般内科プロジェクト － 5,000 円（白衣，職員証準備費用）※主催：女性医療人キャリア形成センター 女性医師再研修部門
Ｄ大学 女性のみ リカレント教育課程 20,000 円 年間 240,000 円 ※女性のための再就職支援プログラム，応募資格：４年制大学を卒業し，就業経験のある女性




Ｇ大学 女性のみ Ｇ大学エンパワーメント・センター講座 － 無料～ 3,000 円（単発）
※ワークショップ，対話会，個別のキャリアカ
ウンセリング等を実施（年間 15 回）
Ｈ大学 女性のみ 女性リーダー育成塾 － アドバンス講座（８回）60,000 円，ベーシック講座（12 回）116,000 円
※生涯学習社会・男女共同参画社会の実現に関
する取り組み








Ａ大学 限定無し 管理栄養士国家試験合格支援通信教育講座 － 50,760 円
※栄養士免許から管理栄養士免許への資格バー
ジョンアップの支援
Ｂ大学 限定無し 夏期保育大学 － 一般 5,000 円（卒業生 4,000 円）
Ｂ大学 限定無し 免許法認定公開講座 － １科目 20,000 円 ※幼稚園，小学校，中学校，栄養教諭，特別支援学校教諭
Ｊ大学 限定無し 免許法認定公開講座 － １科目 12,000 円 ※中高国語，高校書道





Ｇ大学 限定無し Ｇ大学エンパワーメント・センター公開講座 － 無料～ 3,000 円（単発）
※「働き方」「女性の生き方」に関する公開講座
の開催（年間３回程度）
注１： 各大学のホームページ及び，電話による聞き取り調査から得られたデータを基に有川が作成した。（調査期間 2017 年６月～８月）
注２：網掛け部分は，女性のみを対象としたプログラムである。
  





















































































































   


















































































































































・内閣府男女協働参画局（2017）「男女共同参画白書 平成 29 年度版」 
http://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/h29/zentai/ 
（2017 年７月７日アクセス）
  
